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林
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
次
の
各
号
は
、
若
干
残
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。
　
（
　
）
内
は
定
価
、
送
料
は
定

価
一
〇
〇
円
ま
で
二
〇
円
、
他
は
四
〇
円
で
す
。

お
申
込
は
前
金
（
釘
手
代
用
可
）
に
て
お
願
い
し

ま
す
。
（
な
お
、
会
貴
各
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は
、
送
料
は
坐
会

に
て
負
損
い
た
し
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す
。
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〇
〇
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一
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（
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口
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〇
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一
冨
写
～
六

　
号
（
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二
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〇
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（
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一
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工
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○
）
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〇
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（
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〇
〇
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（
各
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、
○
○
○
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〇
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新
入
会
ご
希
望
の
方
へ

　
史
学
研
究
会
へ
入
会
ご
希
望
の
方
は
、
住
所
（
史

林
送
先
）
・
氏
名
・
専
攻
お
よ
び
送
本
開
始
希
望

巻
号
を
明
寵
の
上
、
会
費
（
一
年
六
冊
一
、
五
〇

〇
円
）
を
添
え
て
、
薩
接
当
会
宛
お
申
込
下
さ
い
。

（
但
し
、
学
校
・
図
書
館
等
公
機
関
は
、
会
費
後

払
で
も
結
構
で
す
）
ご
入
会
の
際
、
上
記
．
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
併
せ
て
お
申
込
下
さ
っ
て
結
構
で
す
。

な
お
ご
送
A
皿
は
な
る
べ
く
振
替
口
座
　
（
山
兄
都
五
一

五
五
番
史
学
研
究
会
）
を
ご
利
用
下
さ
い
。

委
員
会
だ
よ
り

◇
　
四
九
巻
一
号
を
お
漏
け
い
た
し
ま
す
。
今
号

も
ま
た
、
ま
ず
刊
行
の
お
く
れ
を
お
わ
び
せ
ね
ば

な
ら
な
い
の
は
、
ま
こ
と
に
見
毒
し
い
の
で
す
が
、

一
・
二
号
の
う
ち
に
必
ら
ず
蓋
然
い
た
し
ま
す
。

◇
　
本
跡
押
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
み
二
階
渾
状
況
は
上

掲
の
通
り
で
す
。
お
知
り
あ
い
の
方
々
へ
も
ご
紹

介
下
さ
い
。
返
著
の
古
書
騨
カ
タ
ロ
グ
に
よ
り
ま

す
と
、
「
一
～
四
〇
巻
総
目
録
」
は
掘
当
な
高
値

を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
在
庫
昴
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、
む
ろ
ん
正
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販
売
で
す
。

◇
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に
つ
い
て
、
本
号
ま
で
の
残
高
は
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封

振
替
裏
面
の
「
お
知
ら
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鳳
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で
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。
赤
字
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、
残
高
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少
な
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方
、
よ
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お
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ま
す
（
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お
「
お
知
ら
せ
」
の
領
収
欄
は
、

前
号
以
後
に
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入
金
い
た
だ
い
た
方
の
み
に
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し
て
い
ま
す
。
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二
三
郎
・
吉
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俊
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氏
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ま
す
。
ご
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待
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い
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